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研究成果の概要（和文）：本研究は、廃棄物政策における有効な経済的インセンティブの設計に

ついて検討をおこなった。市町村におけるごみ有料化のリバウンド効果や都道府県における産

廃税の最終処分量抑制効果について、パネルデータ分析の手法を用いた推定をおこない、経済

的インセンティブの有効性と限界について考察した。また、政策実験や表明選好法を用いた分

析をおこない、廃棄物の発生抑制や再利用を促進するための政策デザインについて考察した。 
 
研究成果の概要（英文）：This study examined the design of incentive mechanisms for waste 
management. By using econometric analysis of panel data, we estimated the impact of 
unit-based pricing for household waste and industrial waste tax, and considered the 
effectiveness of economic instruments. Furthermore, we applied policy experiments and 
stated preference methods to analyze the design of policies to promote reduce and reuse of 
waste. 
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１．研究開始当初の背景 
 容器包装リサイクル法をはじめとして、
1990 年代以降に整備された各種リサイクル
法は、リサイクル量の増大を通じた最終処分
量の低下をもたらした。しかしながら、廃棄
物政策においてリサイクルと同様に重要な
目標とされているリデュース（発生抑制）、
リユース（再利用）はあまり進んでいないの
が現状である。循環型社会の形成を進めるに
は、リデュースとリユースを促すために経済

的インセンティブをどのように活用してい
くべきか、明らかにする必要がある。さらに、
これまでに実施されてきた廃棄物政策が、な
ぜリデュースとリユースをあまり促進しな
かったのかについても、分析を深めていく必
要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、廃棄物政策における有効な経済
的インセンティブの設計について明らかに
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することを目的としている。具体的には、以
下の４点を課題とする。 
 
(1) 理論分析 
 各種の経済的インセンティブを組み込ん
だ廃棄物政策について、理論的な観点から整
理をおこない、比較する。特に本研究では、
廃棄物の直接的排出者にとってのインセン
ティブだけではなく、製品設計を決定する生
産者や、廃棄物の回収と処理の仕組みを決定
する行政、収集運搬業者、処理業者など、さ
まざまな経済主体にとってのインセンティ
ブを考慮し、適切な政策パッケージについて
考察する。 
 
(2) 政策の評価 
 過去に国内外で実施されてきた経済的手
段を用いた廃棄物政策について、実証的にそ
の効果を検討する。対象となる財の物質的性
質、地域の地理的な条件、産業構造や資源価
格などの諸条件によって、政策の効果は変化
する。また低炭素社会と循環型社会の両立の
ためには、温暖化抑制という観点からも政策
の有効性を評価する必要がある。 
 
(3) フィールド実験 
 インセンティブ政策の導入効果を予測す
るため、フィールド実験の手法を用いた分析
を行う。特に、情報提供や回収方法の変更が
もたらす行動の変化を観察することで、イン
センティブ政策の効果を高める施策につい
て明らかにする。 
 
(4) あらたな廃棄物政策デザインの提案 
 理論分析に基づいて行われる政策の評価
とフィールド実験の結果を総合的に反映さ
せた、あらたな廃棄物政策のデザインについ
て提言を行う。 
 
３．研究の方法 
 
(1)市町村レベルや都道府県レベルで収集さ
れている廃棄物やリサイクルのパネルデー
タを用いて、ミクロ計量経済学的な方法論に
基づいた分析をおこなう。 
 
(2)環境省、自治体、大学などさまざまな主
体がおこなっているリユースやリサイクル
のための実験データを用いて、経済的インセ
ンティブの有効性について定量的な検討を
おこなう。 
 
(3)表明選好法による支払い意志額調査を元
に、省包装商品に対する潜在的需要を明らか
にする。 
 
(4)理論モデルを用いて、グローバルな資源

循環が社会厚生に与える影響を分析する。 
 
(5)文献調査とインタビューに基づき、３Ｒ
政策やデポジット制度の概念整理をおこな
い、政策目的や政策手段の総合的理解を進め
る。 
 
４．研究成果 
 
(1)市町村におけるごみ有料化のリバウンド
効果や都道府県における産廃税の最終処分
量抑制効果について、パネルデータ分析の手
法を用いた実証的な検討をおこない、経済的
インセンティブの有効性と限界について考
察した。 
 
(2)廃棄物抑制に向けた消費者行動を促進す
る仕組みづくりについて検討するため、環境
省が実施したペットボトルのリユース実験
や、大学生協で販売される弁当容器における
デポジット制度の効果について、具体的なデ
ータを用いた検討をおこなった。 
 
(3)エコポイント制度をはじめとする環境配
慮行動促進型ポイント制度の概念と特徴に
ついて整理し、今後の可能性について展望を
おこなった。 
 
(4)公害紛争処理制度に関するミクロレベル
データを用いた実証分析をおこない、処理の
迅速性に着目した検討をおこなった。 
 
(5)家電リサイクル法の副次的影響として懸
念されていた不法投棄の発生において地域
特性が及ぼす影響と自治体の実施する対策
がもたらす効果を検討した。 
 
(6)自治体の分別政策に関する定量的な分析
をおこない、地域の特性に応じた効率的な政
策実施がおこなわれているかどうか検討を
おこなった。 
 
(7)省包装商品に対する消費者選好を評価し、
ごみ有料化政策やリサイクル政策が消費者
選好に与える影響について検討した。 
 
(8)EUと北米における廃棄物発生抑制の取組
の動向を概観し、その内容を対象物、取組手
法、国の3つの視点から整理した。 
 
(9)グローバルな資源循環が社会厚生に与え
る影響について理論的に検討した。 
 
(10)廃棄物経済学に関する幅広い研究者と
の積極的な議論を促進するために、国内外で
活躍する環境経済学者を招聘したワークシ
ョップを４回にわたって（2009年６月、2010



 

 

年３月、2011年２月、2012年１月）開催し、
当該分野の新たなネットワーク創造に努め
た。 
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